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（公社）愛知建築士会 半田支部

木造耐震ネットワーク知多 第63回研修会

腹に とせ！落

12月20日(金)
2024年日時

17:30～19:30
場所 瀧上工業雁宿ホール 視聴覚室

（半田市福祉文化会館）

研修内容

○ 手計算で習得 － 簡易Ａｉ法による必要耐力計算

○ 「達人診断」を使った精密診断法による改修設計

講 師 ： 運営委員会 （成田 完二）
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○ 手計算で習得 － 簡易Ａｉ法による必要耐力計算

必要耐力とは

耐震上必要な水平耐力

必要耐力＝建物の重さ×地震層せん断力係数（Ｃi）

Ci：1階は0.2以上 2階は割増

右図のように建物を傾けたと考えて良い。

建物が重くなれば必要耐力も大きくなる。

＜建物の重さから必要耐力を求める＞

【case1】 一般的な木造住宅

床面積 １階：100㎡ 2階：50㎡

2階 建物の重さ ： 重い建物

１階 （屋根：桟瓦葺、 外壁：土壁、 内壁：乾式）

100.0

㎡ この建物を例に簡易重量表を用いて建物の重量

50.0㎡ を算定し、Ai法で必要耐力を求めましょう。

簡易重量表用いてＡi計算を行い必要耐力を算

定する方法を「簡易Ａｉ法」と呼んでいます。

下表の簡易重量表の重い建物の数値を使用して重量を算定します。
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簡易重量表の数値を下表の単位重量に記入します。

外壁、内壁重量は階の中央で上階、下階に分けるため１／２を乗じます。

Ai法の場合、短辺割増は内外壁の重量のみに掛かります。精算法の場合2階の短辺が小

さい場合、１階必要耐力が割増になります。

上表①②③で求めた単位重量を下表に記入します。

上表では面積に単位重量を乗じ、建物重量を算定します。

α(アルファ)はその階の重量を１階の重量で除します。１階のαは1.0になります。

Ciは上表・上式により求めます。Aiは計算が煩雑なため次頁早見表を用います。

高さ（h)7m以下で、1.393を次頁の表から取りました。求めたCiで必要耐力Qrを算定

します。この値が合理的な必要耐力となります。
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課題 下図の建物を次頁の簡易Ａｉ法計算表を使って、必要耐力を算定しなさい。



- 6 -



- 7 -

○ 「達人診断」を使った精密診断法による改修設計

１．第63回研修会例題（k63-01.txml）を読み込む

①ソフト「T.S.（達人診断）」正規版・体験版を立ち上げ、上記データを読み込む。

②一般診断法での診断結果を確認する。

③一般診断法から精密診断法に切り替える。

CAD画面からメインフォームに戻り

ナビゲーションウィンドウの診断法を

精密診断法（Ai法）に変更する。

劣化程度の初期値は

劣化が認められない を選択

床仕様は現況に合わせるが

不明な場合は0.2程度の仕様を

選択する。

註記事項

精密診断 各部の検討は

全て記入しないと、報告書

は印刷できません。

体験版は必要ありません。
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Ai法_重量と高さの設定を行う。

これで、一般診断法から精密診断法に切り替わりました。

CADで確認します。

評点を確認すると一般診断法から改善し

たことが確認出来ます。

ここから、改修設計をスタートします。

必要耐力が手計算と若干の違いがありま

すが、少数以下の計算の誤差です。

非常に重い建物の重量を

上の表に入力。

高さは各階３ｍ、

建物高さは７ｍと入力。
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④ 精密診断法で改修設計を行う。

＜屋根を全部軽量化する場合＞

概要フォームから

Ai法_重量と高さの設定で

屋根荷重の数値を変え

ます。

葺き土無しの陶器瓦

を使用する際は

2.4kN／㎡から

簡易重量表の1.3kN／㎡

に変更します。

使用する瓦が決まってい

る場合は左の均し荷重表の

利用も可です。

この表は達人塾ねっとの

ＨＰ＞資料室にあります。

https://tatsujinjuku.net

/shiryo.html

屋根を軽量化したことにより、右表のように

1階Ｘ横行だけ1.0下回るのみとなりました。

＜２階屋根のみ軽量化する場合＞

下図のように２階屋根荷重のみ2.4kN／㎡から

1.3kN／㎡に修正します

評点（速報値）を見ると、改善が見られ、費用対効果を考慮すれば、利点があると

思われます。
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（p6 解答例）


